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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン
（３ヵ月決算型） 

 

愛称：四季の恵み（海外債券） 

 
 

第70期（決算日：2019年９月17日） 

第71期（決算日：2019年12月16日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 海外債券オープン

（３ヵ月決算型）」は、去る12月16日に第71期の決算

を行いましたので、法令に基づいて第70期～第71期

の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 無期限（2002年２月５日設定） 

運用方針 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファ
ンド受益証券を主要投資対象とし、わが国を
除く世界主要国の公社債への分散投資によ
り、信託財産の長期的な成長をめざします。
（ファンドにおいてわが国を除く世界主要国
の公社債とは、国債、政府保証債、政府機関
債、国際機関債（複数国が協調して設立した
国際的な組織が発行する債券）、社債等を指し
ます。）実質組入外貨建資産の為替変動リスク
に対するヘッジは原則として行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブ
マザーファンド受益証券を主要
投資対象とします。このほか、当
ファンドで直接投資することが
あります。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国を除く世界主要国の公社
債（国債、政府保証債、政府機関
債、国際機関債、社債等）を主要
投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資に制限を設
けません。 

分配方針 

毎年４回決算（原則として３、６、９、12月の
各15日。ただし、15日が休業日の場合は翌営
業日とします。）を行い、基準価額水準、市況
動向等を勘案して分配を行う方針です。ただ
し、分配対象収益が少額の場合には、分配を
行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

532301 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（除く日本・円ベース） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

62期(2017年９月15日) 10,688 75 3.4 454.45 4.1 96.2 － 11,492 

63期(2017年12月15日) 10,783 80 1.6 462.75 1.8 97.2 － 11,431 

64期(2018年３月15日) 10,328 75 △3.5 442.59 △4.4 98.0 － 11,035 

65期(2018年６月15日) 10,097 75 △1.5 444.54 0.4 97.6 － 10,899 

66期(2018年９月18日) 10,120 70 0.9 451.59 1.6 97.1 － 11,002 

67期(2018年12月17日) 10,097 65 0.4 453.56 0.4 96.1 － 10,964 

68期(2019年３月15日) 10,146 65 1.1 457.19 0.8 98.2 － 11,080 

69期(2019年６月17日) 10,065 70 △0.1 456.62 △0.1 98.0 － 11,037 

70期(2019年９月17日) 10,127 65 1.3 463.29 1.5 98.6 － 11,155 

71期(2019年12月16日) 10,237 60 1.7 472.22 1.9 95.4 － 11,229 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率

を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファンドのスポンサーではなく、本ファン

ドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed 

Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。この

インデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 （除く日本・円ベース） 騰 落 率 

第70期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年６月17日 10,065 － 456.62 － 98.0 － 

６月末 10,106 0.4 459.55 0.6 97.9 － 

７月末 10,134 0.7 460.69 0.9 94.2 － 

８月末 10,195 1.3 464.28 1.7 97.4 － 

(期  末)       

2019年９月17日 10,192 1.3 463.29 1.5 98.6 － 

第71期 

(期  首)       

2019年９月17日 10,127 － 463.29 － 98.6 － 

９月末 10,187 0.6 467.48 0.9 98.3 － 

10月末 10,273 1.4 470.06 1.5 97.5 － 

11月末 10,256 1.3 470.90 1.6 98.0 － 

(期  末)       

2019年12月16日 10,297 1.7 472.22 1.9 95.4 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

運用経過
第70期～第71期：2019年６月18日～2019年12月16日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 7 0 期 首 10,065円
第 7 1 期 末 10,237円
既払分配金 125円
騰 落 率 3.0％

（分配金再投資ベース）

（円） （百万円）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ3.0％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（3.4％）を0.4％
下回りました。

ベンチマークとの差異

欧米金利が低下したことや債券利子収入を享受したこと、英ポン
ドが対円で上昇したことなどが基準価額の上昇要因となりまし
た。

上昇要因

ユーロやノルウェークローネが対円で下落したことなどが基準価
額の下落要因となりました。

下落要因

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

第70期～第71期：2019年６月18日～2019年12月16日

投資環境について

  海外債券市況
欧米長期金利は低下しました。
当作成期首から2019年８月下旬にかけて、
米中貿易摩擦に対する長期化懸念や英国
の欧州連合（ＥＵ）離脱への不透明感、
欧州中央銀行（ＥＣＢ）による金融緩和
観測の高まりなどから、欧米長期金利は
低下しました。その後、米中貿易摩擦や
英国のＥＵからの合意なき離脱に対する
懸念が後退し、投資家のリスクセンチメ
ントが改善したことなどから欧米長期金
利は上昇しました。結果、当作成期を通
じてみると、欧米長期金利は低下しまし
た。

  為替市況
米ドルは対円で上昇、ユーロは対円で下
落しました。
当作成期首から2019年８月下旬にかけて
は、米中貿易摩擦に対する長期化懸念や
英国のＥＵ離脱への不透明感などにより、
投資家のリスクセンチメントが悪化した
ことなどを受けて、米ドル・ユーロは対
円で下落しました。その後、米中貿易摩
擦や英国のＥＵからの合意なき離脱に対
する懸念が後退したことなどを背景に、
投資家のリスクセンチメントが改善した
ことなどから米ドル・ユーロは上昇しま
した。当作成期を通じてみると、米ドル
は対円で上昇、ユーロは対円で下落しま
した。

  三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ
月決算型）
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザー
ファンド受益証券を通じて、わが国を除
く世界主要国の公社債に投資をしていま
す。債券の実質組入比率は、運用の基本
方針にしたがい高位に維持しました。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成

果を目指します。
わが国を除く世界主要国の公社債を主要
投資対象とし、ベンチマークを中長期的
に上回る投資成果をめざして運用を行い
ました。作成期を通じて債券の組入比率
は高位を維持しました。
債券デュレーション（平均回収期間や金
利感応度）については、米国の債券デュ
レーションはベンチマーク比中立で維持、
欧州はＥＣＢによる緩和的な金融政策の
更なる継続を見込み、作成期を通じて同

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

中立から長めでコントロールしました。
欧州においては、作成期を通じてスペイ
ンをベンチマーク比オーバーウェイトで
維持、イタリアは同中立からオーバー
ウェイトでコントロールしました。フラ
ンス、オランダは作成期を通じて同アン
ダーウェイトで維持し、ドイツは同中立
からアンダーウェイトでコントロールし
ました。
カントリーアロケーション戦略（通貨配
分）では、景気の相対感等に着目し通貨
配分をコントロールしました。米ドルは
作成期首から2019年12月上旬にかけて

ベンチマーク比オーバーウェイトから中
立でコントロールし、12月中旬に同アン
ダーウェイトに変更しました。ユーロ、
豪ドルは作成期を通じて同中立からアン
ダーウェイトでコントロールしました。
英ポンドは作成期首から10月まで同中立
からアンダーウェイトでコントロールし、
11月上旬から同オーバーウェイトに変更
しました。カナダドル、メキシコペソ、
ノルウェークローネは作成期を通じて同
中立からオーバーウェイト、南アフリカ
ランドは作成期を通じて同中立からアン
ダーウェイトでコントロールしました。

第70期～第71期：2019年６月18日～2019年12月16日

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

  三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
ファンドの騰落率は、ベンチマークであるＦＴＳＥ世
界国債インデックス（除く日本・円ベース）の騰落率
（3.4％）を0.4％下回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等の費用がマイナスに影響しました。

マザーファンド保有による要因
プラス要因
金利低下局面で、欧州のデュレーションをベンチマー
ク比長めで維持したことなどがプラス要因となりまし
た。
スペイン、イタリアをベンチマーク比オーバーウェイ

（％）

第70期
2019/６/17 ～
2019/９/17

第71期
2019/９/17 ～
2019/12/16
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2.5
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基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

― 6 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_801551.indd   602_コメント-費用-TER_10pt_801551.indd   6 2020/02/04   11:21:442020/02/04   11:21:44



8

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

トとしていたことなどがプラス要因となりました。

マイナス要因
ノルウェークローネをベンチマーク比オーバーウェイトとしていたことなどがマイナス要因
となりました。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ
月決算型）
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザー
ファンド受益証券の組入比率を高位とす
る方針です。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
金利戦略においては、各国の景気動向に
加え、財政政策・金融政策を含む各種政
策や市場の内部要因が長期金利へ与える

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第70期 第71期
2019年 ６ 月18日～2019年 ９ 月17日 2019年 ９ 月18日～2019年12月16日

当期分配金（対基準価額比率） 65（0.638％） 60（0.583％）

当期の収益 47 49

当期の収益以外 17 10

翌期繰越分配対象額 2,480 2,469

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

影響を考慮し、デュレーションなどのコ
ントロールを行います。その中で、欧州
では各国の財政状況や政策対応などを重
視した銘柄選別に注力します。また、カ
ントリーアロケーション戦略においては、
各国のファンダメンタルズ状況や投資家

のリスク選好度を重視し、環境見通しの
変化に対応して調整を行う方針です。債
券の組入比率は高位を維持し、信用力の
高い国債中心の組み入れを維持する方針
です。

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

2019年６月18日～2019年12月16日

１万口当たりの費用明細

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第70期～第71期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 61 0.596 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (30) (0.298) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (28) (0.271) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 3) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 1 0.012 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) ( 1) (0.009) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 62 0.608

作成期中の平均基準価額は、10,162円です。

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.21％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.02％

運用管理費用（販売会社）
0.54％

運用管理費用（投信会社）
0.60％

総経費率
1.21％

三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年６月18日～2019年12月16日) 

 

銘 柄 
第70期～第71期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 80,990 242,928 147,410 445,177 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月18日～2019年12月16日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 

第70期～第71期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 14,346 1,512 10.5 14,076 135 1.0 

平均保有割合 25.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはモル
ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月16日現在) 

 

銘 柄 
第69期末 第71期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 3,716,792 3,650,372 11,202,993 
 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年12月16日現在) 

項 目 
第71期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 11,202,993 98.9 

コール・ローン等、その他 129,280 1.1 

投資信託財産総額 11,332,273 100.0 
 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（44,303,366千円）の投資信託財産総額

（47,745,634千円）に対する比率は92.8％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝109.43円 １カナダドル＝83.04円 １メキシコペソ＝5.75円 １ユーロ＝121.74円 

１イギリスポンド＝146.13円 １スウェーデンクローネ＝11.66円 １ノルウェークローネ＝12.11円 １ポーランドズロチ＝28.42円 

１オーストラリアドル＝75.27円 １シンガポールドル＝80.81円 １マレーシアリンギット＝26.41円 １南アフリカランド＝7.54円 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第70期末 第71期末 

2019年９月17日現在 2019年12月16日現在 

  円 円 

(A) 資産 11,263,112,693   11,332,273,177   

 コール・ローン等 59,027,607   59,289,088   

 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド(評価額) 11,129,548,312   11,202,993,411   

 未収入金 74,536,774   69,990,678   

(B) 負債 107,448,291   102,905,262   

 未払収益分配金 71,601,599   65,816,630   

 未払解約金 2,446,655   3,591,822   

 未払信託報酬 33,281,967   33,378,416   

 未払利息 107   83   

 その他未払費用 117,963   118,311   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,155,664,402   11,229,367,915   

 元本 11,015,630,635   10,969,438,416   

 次期繰越損益金 140,033,767   259,929,499   

(D) 受益権総口数 11,015,630,635口 10,969,438,416口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,127円 10,237円 
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第70期 第71期 

2019年６月18日～ 
2019年９月17日 

2019年９月18日～ 
2019年12月16日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        6,821   △        3,543   

 受取利息 33   117   

 支払利息 △        6,854   △        3,660   

(B) 有価証券売買損益 172,718,662   219,115,680   

 売買益 174,163,284   220,778,664   

 売買損 △    1,444,622   △    1,662,984   

(C) 信託報酬等 △   33,400,002   △   33,496,727   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 139,311,839   185,615,410   

(E) 前期繰越損益金 △  739,347,683   △  659,955,007   

(F) 追加信託差損益金 811,671,210   800,085,726   

 (配当等相当額) (  1,919,918,539)  (  1,922,710,338)  

 (売買損益相当額) (△1,108,247,329)  (△1,122,624,612)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 211,635,366   325,746,129   

(H) 収益分配金 △   71,601,599   △   65,816,630   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 140,033,767   259,929,499   

 追加信託差損益金 811,671,210   800,085,726   

 (配当等相当額) (  1,920,038,816)  (  1,922,841,968)  

 (売買損益相当額) (△1,108,367,606)  (△1,122,756,242)  

 分配準備積立金 812,311,668   786,357,520   

 繰越損益金 △1,483,949,111   △1,326,513,747   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 10,966,393,366円 

作成期中追加設定元本額 308,130,737円 

作成期中一部解約元本額 305,085,687円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.0237円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年６月18日～ 
2019年９月17日 

2019年９月18日～ 
2019年12月16日 

費用控除後の配当等収益額 52,722,754円 53,991,797円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 1,920,038,816円 1,922,841,968円 

分配準備積立金額 831,190,513円 798,182,353円 

当ファンドの分配対象収益額 2,803,952,083円 2,775,016,118円 

１万口当たり収益分配対象額 2,545円 2,529円 

１万口当たり分配金額 65円 60円 

収益分配金金額 71,601,599円 65,816,630円 
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三菱ＵＦＪ 海外債券オープン（３ヵ月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第70期 第71期 

１万口当たり分配金（税込み） 65円 60円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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